
 

 

                               2015 年 11 月 11 日                                                             

役員・理事各位                         

                       新千里東町地域自治協議会 小川浩一 

第 7 回新千里東町地域自治協議会理事会 

日程：11 月 15 日（日）10：00～12：00 

会場：東町会館 2 階集会室 

議題 

１．第 6 回理事会議事録の確認 

２．委員会報告と関連事項の審議                        

（１）まちづくり計画策定委員会（11 月 6 日）報告 

（２）防災委員会（11 月 8 日）報告 

（３）キャンドルロード実施結果（11 月 7 日）報告 

（４）新春交換会（1 月 9 日）計画案 

（５）東町交流室借用継続について 

３．自治会・団体間の連絡・相談事項 

（１）公民分館 

（２）福祉委員会 

４．その他 

（１）赤い羽根共同募金の納付のお願い（本理事会終了後受領いたします） 

５．第 8 回理事会日程  12 月 20 日（日）10：00～12：30 東町会館 2 階   

                                                                                  以 上 

                                                                           

                                   

 

理事会出席者へのお願い 

１．理事自身が出席出来ない場合は、代理の方に出席頂くようご高配ください。 

２．この理事会の議事内容を貴団体内の関係者に周知頂くとともに、次回理事会議案の内、

関わりのある案件については、貴団体内で話し合いの上ご出席ください。 

３．理事会等の会議は情報公開を基本としております。東町に関係のある人であれば、理事

以外のどなたでもオブザーバーとして出席頂くことができます。 

４．理事会等で議論した内容は、奇数月発行の広報紙「ひがしおか」及び協議会専用ホーム

ページ（higashimachi.jimdo.com）に掲載します。 



第 6 回新千里東町地域自治協議会理事会議事録 

１．日時  2015 年 10 月 24 日（土）10：00～12：15 

２．場所  ３－３自治会集会所 

３．出席者 

*役 員：小川会長、河野・田中両副会長、清水千・勝久・藤谷各会計 

*理 事：総数 20 名中、出席者 17 名（上記役員 6 名を含む） 

竹花・南・岸本・稲垣・小田・植田・古橋 (以上自治会・管理組合）、寺村・

原（武藤代理）・山地・清水博(以上諸団体)     ／欠席：下野・植本・高上 

*相談役：室井（東丘小学校校長） 

*監 事：上田・倉垣               ／欠席：・水野 

*事務局：玉富・山田  

*オブザーバー：今井(交流室）、柳原(新聞)、福岡、上野山・内田・石塚(豊中市） 

４．議事 

４－１ 理事会議事録の確認 

・第 5 回理事会議事録について、説明があり特段の意見なく了承された。 

４－２ 各委員会の活動状況（＊印は質疑、意見要望を示す） 

（１）環境委員会 

・東町公園グラウンドについての協議日程が 11 月 29 日（日）の午前 10 時より

東町会館 2 階集会所で開催される報告がされた。その他テニ横広場横スペー

スの管理方法や植樹など、多くの課題について検討している。 

・今年度は、これらの課題解決に注力していくため、まち歩きや公園めぐりは実

施しないこととした。 

＊あかしや橋の手すりの塗装のはがれがひどいので、直ちにとは言わないが、

市に対処を依頼してほしい。 

（２）近隣センター移転計画対策委員会 

・近隣センター移転建替え計画の現時点の案について、市の千里ニュータウン

再生推進課から説明を受けた。 

・以前に示された案に修正が加えられ、歩行者の安全対策や地区会館周囲のオ

ープンスペースの確保など、協議会から提出した要望書の内容が反映されて

いる。 

・今回の案では、新地区会館の利用開始は、2021 年（平成 33 年）からになる予

定である。 

（３）キャンドルロード実行委員会 

・模擬店出店の調整や安全対策など最終の準備を進めている。今年度のキャン

ドルの総数は 1 万 2600 個になる予定である。参加者が想定以上に多くあり、

当初計画の 1 万個より大幅増となった。予算内で対応する予定である。 

・市からの要望を受け、千里キャンドルロードとの共同主催とし、行政関係の手



続きは市が一括で行うことになった。 

＊東町シニアクラブ連絡会加盟の 3 団体が参加を申し出ている。対応をお願い

したい。 

（４）夏祭り実行委員会 

・夏祭りの決算は、当年度収入 76 万 340 円、支出 109 万 7 千 512 円だった。前

年度からの繰越金を合わせると差し引き 53 万 9 千 182 円で、これを次年度へ

の繰越金とする。 

・夏祭りの決算は、監事による監査を受けている旨説明があり、理事会から承認

された。 

＊来年度の夏祭りに関する自治会・諸団体から意見を聴取したところ、「特段の

意見はない」との意見が大半であったが、一部以下の意見が表明された。 

・実施時期について、盆連休前と盆連休後の 2 案が表明された。 

・模擬店について、店舗数や販売品目などコントロールしてほしいとの要望

があった。 

・模擬店の販売単価の見直しと金券復活の検討が要望された。 

・来年の実施方法などについては、1 月以降の理事会で検討することとなった。 

（５）子ども安全見守り隊 

・交流会が 10 月 13 日に東丘小学校で開催された。校長・教頭両先生をはじめ

隊員 76 人、東丘小 PTA26 人が集まり、意見交換した。 

・当初の一般隊員目標数300名からみると今日現在100名強にとどまっている、 

諸団体には機会を捉えて隊員募集に協力いただきたい旨要請があった。 

（６）その他 

・株式会社日本特殊地図協会発行の新千里東町区域図について、団地の個人名

と協議会名称の削除を会社側に申し入れることとする。 

・東町交流室の使用契約の更新について、次回の理事会で検討する。 

４－３ その他 

赤い羽根共同募金へのご協力をお願いしたい。集まった募金は、次回の理事会

（11 月 15 日）に持参いただきたい旨要請があった。 

５．次回理事会：11 月 15 日（日）10:00～12:30  東町会館 2 階集会室 

                                     以上 



まちづくり計画策定委員会 会議録 

【日 時】 2015 年 11 月 6 日（金） 19 時 10 分～21 時 20 分 

【場 所】 新千里東町会館 1 階集会室 

【出席者】 委員長：清水博文、副委員長：今井琢磨・井上朱子、委員：阿部悟・国枝泰子・植本

祥子・石丸誠子・須藤登喜江・山地光男・柳原一之     事務局：山田秀樹   

欠席：福岡正輝・植田泰史・尾島道長・水野和美・太田博一    

【報告事項】 

１．９月度まちづくり計画策定委員会議事録（確認） 

２．府社会福祉事業団豊寿荘が東町近隣センターに拠点をオープン 

・居宅介護支援（ケアプランの作成など）、訪問介護支援（調理、掃除、洗濯、入浴など）

を 11 月 2 日よりスタートさせた。 

・１階は、スペースに余裕があるので、住民ニーズに沿ったサービスを実施するため、校

区福祉委員会とともに活用方法を検討している。当面は、軽食喫茶を始める予定。 

３．東町キャンドルロードを 11 月 7 日実施することへの協力要請 

４．朝日新聞の連載【自治会は今】平成 27 年 10 月 全６回－自治会活動の問題点を抽出－ 

・今回委員会における審議事項の参考情報として、朝日新聞の連載記事を読み合わせし、

全国的に問題となっている自治会の問題現況と対応事例などを共通の認識とした。 

５．「子ども・子育て支援新制度」（保育所、放課後児童クラブ）－サンケイリビングより－ 

・吹田市、箕面市と比較して、豊中市の子育て環境の課題（待機児童多い）があるが「子

ども・子育て支援法」に基づいて「こども園」の増加により緩和されつつある。 

・ＰＴＡのメンバー中、夫婦で働く割合について非正規雇用者を含めると７～８割となる

かもしれない。子どもを安心して預けて働ける施設・サービスのニーズは高い。 

６．買物に行けない高齢者が増えている、食料品、日用品など車による巡回販売が出来ない

か。－ある老人クラブからの要望－ 

・コープ神戸など事業者から提案がある。今後、継続的に検討してゆくこととした。 

７．地域コミュニティの活性化（自治会活動の活性化）について意見交換した。次回、委員

会において取りまとめることとした。 

【次回の会議】 2016 年 1 月 8 日（金） 19 時 10 分～ 新千里東町会館 1 階集会室 

【特記事項】   

地域コミュニティの活性化（自治会活動の活性化）について、添付資料の各項目についての意見

交換、アイデアの抽出 

（2013 年 10 月理事会において各自治会から報告頂いた「コミュニティの活性化」に係る意見

などを前回委員会で読み合わせた中から、重要な 10 の問題点を抽出し、それらについて、

当委員会で解決策などを話し合った。3月末をめどに当委員会としての意見を集約する。） 

１．別表の１～６までの項目について意見交換した。 

２．次回、まちづくり委員会において、別表の内容を踏まえて７～１０の項目を含めた議論を

行い、まちづくり委員会としての解決案をとりまとめることとした。 

以上 



                             2015.11.6 まちづくり委員会 

        コミュニティ活性化における問題点（今までのまとめ） 

現状と問題点  解決方法（アイデアを含む） 

1 住民の高齢化、独居が多く、自治会活動に

関心が薄い（関わりたくても関われない層…

高齢等…が増えている場合もある） 

・役員をやらない・やりたくないは高齢・若年に無関係 

・役員の仕事多く大変なのに、やってもやらなくても同じは平

等かもしれないが不公平。役員にメリットが必要 

・老人クラブの協力が大事、老人クラブの存在は大きい 

2 自治会の加入率が低い 

（ＭＳ、3-3、ＧＨ、ＧＥＯは全戸加入） 

・加入率８０％以上が望ましい 

・非加入者から行事により会費徴収はあっても可、閉め出し

は不可   

・ＧＥＯは全戸加入から任意加入に変更を検討中 

3 協議会や各種団体への人員派遣の負担が

大きい（自治協 68、分館 58、福祉 19、防犯

51、計 196、頭数では 123 名） 

・左記は 2014 年度の 4 団体のみの人員派遣数、他の団体

への派遣を含めると派遣数は倍近くになる 

・4 団体の中でも自治協への派遣者の負担は大きい（月例開

催の理事会、隔月開催の委員会など） 

4 新しい（若い）担い手の発掘に苦労している

（原因・理由はどこにあるのか） 

・分館はサポーター制度で担い手を募ったり、役員が友人を

誘ってくれたため若い人が増えている 

・豊寿荘東町出張所は福祉委員会の要望に沿い軽食喫茶を

計画した、その担い手として有償ボランティアを募る由 

・無償ボランティアへの依存には限度がある 

5 自治会役員の１年交代は、メリット、デメリッ

トあり（ＵＲは再任可）。 

自治会役員は、１年交代では自治会のこ

と、まして東町全体の良さや課題を知らず

に終わる 

・毎年全員交代のため、毎年ゼロ・リセットとなる 

・ＣＨは複数年任期を検討する（1 年目は自治協などに派遣

があるが、2 年目は協力委員として参加する案） 

・東町の諸団体の役割や日程をファイルして引き継ぎ書にす

る準備をしている。協議会事務局が手伝ってもよい 

6 地域団体の主催行事（夏祭り、運動会、文

化祭など）が主体となり、各自治会の独自

行事が手薄になっている（役員をやって良

かったと思えないまま終わるのでは？） 

・自治会活動がしっかりしないと東町のことに手が回らない 

・自分のところをやり、地域活動への協力も必要 

・自治協は東町全体の活動をカバーしていると思えるので自

治協が主、自治会の独自行事は従でもよい 

7 役員が半固定の地域団体は、経験、スキル

共豊富、東町を実質的に動かしている 

 

8 全世代が所属し生活の場である自治会は

役員層に知識・スキルの積み上げがないた

め、活動を拡充させられない 

 

９ 東町は人口増、若い世代の増加などあり、

明るい未来を期待できるが、そうした層に向

けた活動はいまだ少ない 

 

10 1 丁目のマンション対策（ザ・千里タワー、

ザ・レジデンスなど） 

 

《参考事例》  略称 ＭＳ：メゾン千里、ＧＨ：ガーデンヒルズ、ＧＥＯ：ジオメゾン、ＣＨ：シティハウス、ＳＭ：桜が丘 

＊ 住民の交流イベントに努力している自治会  

（例 ＵＲのフェスタ、ＳＭの文化祭、３－３のサンサン広場、ＧＨの夏のフェスタなど） 

＊ 東丘子ども安全見守り隊への登録は、地域住民 108 名、ＰＴＡ 400 人の参加があった 



防災委員会 会議録 

【日 時】2015 年 11 月 8 日（日）13 時～14 時 45 分 

【場 所】コミュニティルームＢ 

【出席者】委員長：河野希、副委員長：河野昭・西村忠 

福田、定末、今井幸、大元・池田、西村公・長屋代理末広、古橋、仲野、木下・清原、

今井琢、山地、石丸 計 17 人   事務局＝山田 

【決定事項】 

(1)本年度 2回目の防災訓練について次の通り決定した。 

＊日程：2016 年 2 月 14 日（日）10：00～ 

＊内容：防災委員を対象に応急手当・ＡＥＤ取り扱い訓練を実施 

＊女性防火クラブによる心肺蘇生法の訓練が 2 週間置いて 3 月 5 日（日）に実施されるが

対象が異なるので、それぞれ計画通り実施する 

(2)防災マニュアル西村案について説明があり、全体としてこれを了とし、若干の質疑応答を行

った。 

＊ペットの避難については、別途検討すること。（自治会に持ち帰り意見集約方） 

＊災害発生時の対策本部長候補は複数選任し、就任順序を決めておくこと。 

＊市職員の避難所開設要員と連携するため要員の連絡先を明記すること。 

＊次回委員会において、避難経路、避難所利用区分案について審議することとした。 

(3)来年度総合防災訓練の日程については、次回委員会にて決定することとした。 

(4)各団地で作成した防災マニュアルは共有したいので、事務局に提出をお願いした。 

【次回の会議】 2016 年 1 月 10 日（日）10 時〜 新千里東町会館 

 

【特記事項】総合防災訓練（10 月 25 日）について気づき事項と対策案を審議した。 

・防災関連の鍵全般の保管方法について、現状は関係者にとって分かりやすいとは言えないので、

市の危機管理課、教育委員会と協議してゆくこととした。 

・対策本部用テント（赤屋根）について管理を確実にしてゆく必要がある。事務局対応。 

・避難者の受付において多少の混乱があった。次回の検討課題。 

・今回の安否確認は要援護者 248 名対象のものであったが、万一の災害時は 8700 名全住戸の安否確

認が必要。全住戸の安否確認ができる団地（桜が丘、ジオメゾン、ＵＲ、グランドメゾンなど）

から順に東町総合防災訓練に組み入れることも今後検討することとした。 

・要援護者の安否確認は福祉委員会と民生委員の事業になっている。将来全住戸の安否確認に広げ

るなら、これも自治会活動の中に組み込む必要がある。今後の検討課題。 

・防災活動は管理組合、自治会のどちらで取り組むべきかとの質問に対し、次の２つの意見があっ

た。災害発生時の住民に対する避難指示命令権限や備蓄品の予算確保を考えると管理組合が適当。

建物などの財産管理は管理組合、住民という人への対応は自治会、従って自治会が適当。 

各団地の組織や役員任期など違うので、各団地で取り組み易い方法を選択願うこととした。 

・防災委員会は、管理組合、自治会からそれぞれ 1 名以上の委員を選出頂いている。自助の部分で

ある各団地の防災対策が何よりも重要であり、これから取り組む団地においては、防災委員と共

に、先進事例を参考に防災体制の整備を進めていただくようお願いして行くこととした。 

                                         以上 



２０１５東町総合防災訓練結果報告（ 10 月 25 日（日）9：00～12：30） 

１．主催：東町地域自治協議会防災委員会 

協力：女性防火クラブ、校区福祉委員会、民生・児童委員、東丘小学校室井校長 

支援：豊中市危機管理課井上課長、豊中市北消防署下村署長、同千里出張所牧山所長他

14 名、豊中市避難所開設要員 2 名、社会福祉協議会 2 名、豊中市コミュイティ

政策課 2 名  

２．目的 

(１)東町住民の巨大地震発生時の防災知識の向上と防災意識の高揚 

(２)各自治会（管理組合）の防火防災スキルの向上と統率スキルの向上 

(３)災害対策本部はできるだけ自然体で活動できる仕組みと雰囲気作り 

３．内容：東町として３回目の防火防災訓練（安否確認・避難誘導・防火防災の３種目） 

(１)安否確認訓練：豊中市災害時要援護者２４８名の安否確認訓練 

(２)避難訓練：自治会長等のリーダーが住民の避難行動の誘導者として避難 

(３)防火防災訓練：防災資機材の取り扱い、消火器の取り扱い、煙中避難訓練、応急手当

（ＡＥＤの取り扱いを含む）訓練、地震体験機による地震体感訓練 

４．訓練結果 

(１)３０３名（前回の５割強の増加）の参加があった 

(２)すべての防火防災訓練は計画（時間）通りに実施できた 

(３)小学生（防災活動の頼もしい協力者）に訓練参加を呼び掛け、２７名が参加した 

５．今後の訓練 

避難所の開設・運営、全住戸の安否確認、中学生の協力、夜間の防災訓練など訓練の幅

を拡げるとともに、それぞれの訓練の精度を高めて行く必要があります。防災委員会は

実施した訓練の成果を振り返りつつ、次年度の訓練目標を検討します。 

                                    以上 

 

                                   



2015 年 11 月 8 日 

キャンドルロード実行委員会委員長 

小川浩一 

2015 東町キャンドルロード参加状況まとめ 

・メゾン千里（理事会、こども会） 

・桜ケ丘（新旧役員の有志にて、紙コップの色塗りと紙コップ並べ） 

・アーバンライフ（紙コップ並べ） 

・OPH（自治会役員が GH オリーブの会と協働作業・アソカ横ブース） 

・シティハウス（模擬店出店） 

・GH（オリーブの会が OPH 自治会と協働作業・アソカ横ブース） 

・GH（GH シニアが３－３シニアと協働作業・もみじ橋坂担当） 

・ジオメゾン（シニアクラブが｢こぼれび通り｣の沿道に参加） 

・UR（自治会、エルダー、こども会が参加） 

・ローレルコート（自治会、シニア、こども会が参加） 

・グランドメゾン（自治会が参加） 

・３－３（シニアが GH シニアと協働作業・もみじ橋坂担当） 

・ジェイグラン（有志が参加・あかしや橋 LED キャンドル並べなど） 

・商店会（ミニ電車イベント絵描き協力、会場使用協力） 

 

・minimini（紙コップ絵描き、ゆるキャラ派遣、メイン会場 MC 担当） 

・千里中央病院（患者さん、こども園で絵描き参加） 

・豊寿荘（絵描き、模擬店参加、机・椅子レンタル協力） 

・グリーンヒル（絵描き参加） 



・東丘小学校（児童絵描き参加、メインブースケーキ作成協力） 

・八中生徒会（絵描き協力、ペットボトル色塗り協力） 

・ダディーズ（カレーキャンプ絵描き協力） 

・校区福祉委員（敬老の集い絵描き協力） 

・公民分館（ふれあい運動会絵描き協力、文化祭フォトコンテスト掲示協力、協議

会予算模擬店担当スタッフ、こども職業体験協力） 

・防犯東丘支部（会場警備、駐輪規制、こども職業体験協力） 

・シニア連絡会（ふれあい運動会絵描き協力） 

・ボーイスカウト（ブース参加、翌日清掃作業） 

・ガールスカウト（ブース参加、翌日清掃作業） 

・街角広場（模擬店的参加・１６時～２０時まで開店） 

・太極拳、書道クラブ、こども絵描き教室（ブース・絵描き参加） 

・その他、地域から３模擬店参加 

 

・セルシー会（フォトコンテスト景品協賛、フォトコン作品展示協力） 

・せんちゅうパル（フォトコンテスト景品協賛） 

 

 

・事前、当日ボランティア：１３３名 

 

 



 

第 7 回新千里東町地域自治協議会理事会 

         自治会・団体間 連絡・相談事項 

提出日/2015 年 11 月 11 日（水） 

作成者/ 武藤 正治         

団体名/東丘校区福祉委員会             

案件/ 連絡事項                      

 （自治会・団体を越えて東町地域に広く関わりのある連絡・相談事項） 

内容、配布資料（有・無）     

１．世代間交流 

11 月 19 日（木）東丘小学校の依頼を受け、東町シニアクラブ連絡会との 

共催により、児童に昔遊びを体験学習する世代間交流会を開催します。 

東町の７つのシニアクラブと八千代クラブから合わせて 28 名に協力いた

だく予定です。 

２．老人介護者（家族）の会の開催 

11 月 26 日（木）13：30～15：30 千里公民館において、豊中市社会福祉協

議会主催の老人介護者（家族）の会地区懇談会が開催されます。 

老人介護者（家族）を対象に介護や予防法などのミニ講座、参加者の交流、

介護者健康相談などが予定されています。介護に悩んでいるご家族の参加

を呼び掛けていただきますよう。 ＜裏面資料＞ 

３．餅つき大会 

12 月 12 日（土）東丘小学校にて分館・健全育成会と共催で餅つき大会を

開催します。防犯、東丘小学校、ＰＴＡ、ダディーズ、ボランティアなど

多くの皆さんのご協力を得て、子どもたちに日本の風習を伝える恒例行事

です。本年度もご協力、ご参加をお願い致します。 

４．校区福祉委員会の活動報告 
 

事業名 対象者 参加数 特記事項 

ふれあいサロン 
11 月 10 日（火） 

一般者 24 名  

子育てサロン 
「つくしんぼ」 
11 月 17 日（火） 

０～2歳児の 
子どもと保護者 － 予定（第 3 火曜日） 

子育てサロン 
「さくらんぼ」 
11 月 10 日（火） 

０歳児の 
子どもと保護者 13 組  

 


